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大阪公立大学大学院 都市経営研究科 アートとまちづくり研究会は、大阪市中央卸売市場の近くにあ

るひとつの住宅を会場に「記憶の地図」を巡るアートプロジェクトを開催します。 
本プロジェクトは、都市経営研究科 アートプロジェクト論（※１）の授業の一環として実施され

るもので、約 40 年前に建てられた家屋が新しい家族の住まい

として改修される機会に合わせ、街や暮らしの記憶を巡り、地

域ぐるみで街のアイデンティティを再発見する参加型のプロジ

ェクトです。 
イベントの詳細につきましては、別添のチラシをご参照くだ

さい。ぜひとも、ご取材についてご検討いただけますよう、よ

ろしくお願いいたします。 
 

■取材誘致１：社会人大学院生と地域の方々の交流の様子  
「野田のまち、中央卸売市場の記憶を一緒に地図にしませんか？」 

日時：2023 年 2 月 18 日（土）・23 日（木）・25 日（土）各日 13：00 ～ 18：00 
場所：大阪市福島区野田 2 丁目 10―6（開催場所） 
詳細：題材となる野田地域にお住いの方々に過去の写真を持参いただき、その写真に関する思い出に

ついてお話しいただく。※同時にメールでも写真や思い出を募集予定 
 
  
■取材誘致２：『「記憶の地図」アートプロジェクト』（当日） 
日時：2023 年 3 月 11 日（土）12 日（日）各日 11：00 ～ 17：00 
場所：大阪市福島区野田 2 丁目 10―6 
詳細：ご持参いただいた写真を地図の上に展示し収録したエピソードを会場で放送して、目と耳で地

域の記憶を体感するアートプロジェクト「記憶の地図」を開催 
補足：2023 年 4 月 1 日区制 80 周年を迎える福島区でも地域の写真を募集しており、今般のプロジェクトと相互に協力しながら写真等

の収集、保存活動を行っていく予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
【主 催】大阪公立大学大学院都市経営研究科 アートとまちづくり研究会 
【共 催】榊原節子建築研究所、金崎亮太（アートコーディネーター） 
【協 力】福島区役所 

学生企画のアートプロジェクト「記憶の地図」を開催 

社会人大学院発！ 

＜取材申込＞ 
それぞれの期日（取材誘致 1：2/17（金）正午、取材誘致 2：3/10（金）正午）までに、メール

（koho-list@ml.omu.ac.jp）もしくはお電話（06-6605-3411）にて広報課宛てにお申込みください。 
 

取材誘致のご案内 
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【取材に関するお問合せ先】 
 大阪公立大学 広報課  

担当：田中 
TEL：06-6605-3411  
 E-mail：koho-list@ml.omu.ac.jp 

 

【本件に関するお問合せ先】 
アートとまちづくり研究会 
（大阪公立大学大学院 都市経営研究科） 
電話：06-6131-4517 
E-mail：noda.kiokunochizu@gmail.com 
 

 
 

＜アートとまちづくり研究会について＞ 
アートとまちづくり研究会は、大阪公立大学の社会人大学院都市経営研究科（※２）の学生と教員

の共同研究グループで、シンポジウム、勉強会、プロジェクト等を、2016 年から毎年実施。 
 
＜「記憶の地図」関係者のコメント＞ 
■「記憶の地図」参加  榊原 節子さん（都市経営研究科 修士課程 1 年生）のコメント 
「アートで地域や街にどのようにコミットできるのか」について、 
机上での学びに加え、実践することをメンバー一同で取り組んでいます。 
今回の会場となる福島区野田界隈は大阪市中央卸売市場が近く、大阪 
の食文化や、戦前からの長屋が多く残ります。これらの記憶を地域の 
方と共有しながら、次世代に繋げていきたいと考えています。 
 
■「アートプロジェクト論」授業担当教員 吉田 隆之准教授からのコメント 
都市経営研究科では、「アートプロジェクト論」（※ １）始め、複数のアート関連講座を開講。今年

度は、建築家、広報マン、行政マン、アートコーディネーターを始めとした受講生有志が、それぞ

れの社会経験を随所に活用しながら、先例のないユニークなアートプロジェクトを企画しました。

社会人大学院生、まち、アートとの出合いでなにが生まれるのか？アートの力に注目です。 
 
【補足】 
※１：アートプロジェクト論（担当教員：都市経営研究科 吉田 隆之准教授） 
芸術とは何か。アートとは何か。かつて美術は、画家が白いキャンバスに絵を描き○○派などラベリングされてき

た。今では「絵画は終わった」とも揶揄され、ラベリングがなされることもない。あえていえば、参加型アートが世

界の潮流の一つとなっている。それらが、日本ではまちづくりや地域活性化と結びつき、地域アートやアートプロジ

ェクト・国際展として展開されている。国際展・アートプロジェクトと地域活性化、ボランティア・市民の関わり、

芸術文化と市民・コミュニティとの関係性について議論を深めたい。 

 
※２：都市経営研究科（https://www.omu.ac.jp/gsum/） 
～都市の再生と活性化を目指す、大阪駅前の社会人大学院 都市の課題解決を支援する、高度な専門家やリーダー、実

務型研究者の道へ～ 
都市経営研究科は、都市経営の諸課題について、経済、経営、政策、法／行政、地域研究等の視点から、都市を支え

る主要なセクター（行政・ＮＰＯ、プランナー、医療・福祉・公益非営利組織、ビジネス等）のサスティナビリティ

を向上させるイノベーションを推進する、創造的で倫理的識見を備えた指導的人材、すなわち「都市経営」を中心概

念とする都市の課題を解決し新しい知を創造できる、高度専門職業人ならびに実務的研究者を養成することを理念と

している。 
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